
 

 

                             

  

 

随
分
と
昔
の
こ
と
で
恐
縮
で
は
あ
る
が
、

あ
る
胃
腸
薬
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
に
、
藤
井
フ
ミ

ヤ
の
歌
う
『
マ
ザ
ー
ズ
タ
ッ
チ
』
と
い
う
曲
が

頻
繁
に
流
れ
て
い
た
。
耳
に
残
り
、
心
に
残
り
、

私
は
よ
く
鼻
歌
で
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

「 

♪ 

オ
ー 

マ
ザ
ー 

 

オ
ー 

マ
ザ
ー
ズ
タ
ッ
チ 

 

愛
は
大
き
い
よ
ね 

 
 

宇
宙
み
た
い
に
僕
ら
を
包
む 

」 
 

さ
て
、「
マ
ザ
ー
ズ
タ
ッ
チ
」
と
は
、
文
字

通
り
、
母
が
子
に
ふ
れ
る
優
し
い
手
の
感
触

の
こ
と
で
あ
る
。
母
に
限
ら
ず
、
親
、
保
護
者
、

大
人
が
、
子
供
た
ち
に
ふ
れ
る
優
し
い
手
の

感
触
の
こ
と
で
あ
る
。 

長
崎
県
に
お
住
ま
い
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
光

藤
明
美
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
が
と
て
も
心
に
残

っ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。
少
し
長
い
が
、
ぜ
ひ

目
を
通
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。 

 

「
今
あ
る
セ
ラ
ピ
ー
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
根
源

は
、
も
し
か
し
た
ら
「
マ
ザ
ー
ズ
タ
ッ
チ
」
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
、
ど

ん
な
に
苦
し
く
て
も
、
誰
か
が
背
中
に
そ
っ

と
手
を
お
い
て
く
れ
る
だ
け
で
「
あ
あ
、
ひ
と

り
で
は
な
い
の
だ
」
と
安
心
で
き
る
こ
と
が

あ
る
。 

私
は
子
供
の
こ
ろ
、
よ
く
病
気
を
す
る
子

だ
っ
た
。
少
し
風
邪
気
味
で
頭
痛
い
…
と
言

い
出
す
と
そ
の
日
の
夕
方
に
は
熱
が
出
始
め
、

夜
に
は
四
〇
度
近
い
高
熱
を
出
し
ひ
ど
い
と 

   

き
に
は
嘔
吐
を
繰
り
返
す
。
あ
ま
り
に
も
症 

状
が
ひ
ど
い
の
で
、
母
は
私
の
背
中
を
さ
す

り
な
が
ら
抱
き
か
か
え
、
父
は
車
を
運
転
し

よ
く
夜
間
診
療
を
し
て
く
れ
る
病
院
に
担
ぎ

込
ま
れ
て
い
た
。
病
院
で
診
察
を
受
け
注
射

の
一
本
で
も
打
っ
て
も
ら
い
薬
を
飲
ん
で
い

る
と
、
翌
朝
に
は
落
ち
着
い
て
し
ま
う
。 

ま
た
、
あ
る
と
き
は
お
風
呂
上
り
に
、
背
中

一
面
に
蕁
麻
疹
が
で
て
し
ま
っ
た
。
あ
ま
り

に
も
か
ゆ
い
の
で
、
母
が
市
販
の
か
ゆ
み
止

め
を
と
り
あ
え
ず
塗
っ
て
く
れ
る
。
す
る
と
、

不
思
議
な
こ
と
に
薬
を
塗
っ
た
そ
の
瞬
間
か

ら
蕁
麻
疹
は
み
る
み
る
引
い
て
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。 

市
販
の
薬
が
、
そ
ん
な
に
即
効
性
も
あ
る

わ
け
が
な
く
。
も
し
か
し
た
ら
お
わ
か
り
に

な
ら
れ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
わ
た

し
は
、
多
分
、
母
親
に
優
し
く
ふ
れ
て
欲
し
く

て
た
ま
ら
な
い
子
だ
っ
た
の
だ
ろ
う･･････

と
思
う
。 

私
が
幼
稚
園
く
ら
い
の
こ
ろ
か
ら
か
母
は

よ
く
体
調
を
崩
し
、
寝
込
む
こ
と
が
多
か
っ

た
。
弟
も
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
私
は
外
に

遊
び
に
い
く
こ
と
も
な
く
、
家
で
お
と
な
し

く
本
を
読
み
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
や
が
て
小
学
校
に
上
が
る
こ

ろ
、
と
う
と
う
母
は
長
期
入
院
す
る
こ
と
に

な
り
、
退
院
し
て
家
に
戻
っ
て
き
た
の
は
、
私

が
小
学
三
年
に
な
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

だ
か
ら
、
母
に
ふ
れ
た
こ
と
も
、
ふ
れ
ら
れ
た 

記
憶
も
あ
ま
り
な
い
。
な
ん
だ
か
、
具
合
の
悪 

   

い
母
に
近
づ
い
て
は
い
け
な
い
気
も
し
て
い

た
か
ら
。
も
し
か
し
た
ら
、
無
意
識
に
距
離
を 

お
き
、
ガ
マ
ン
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
私
の
無
意
識
が
ガ
マ
ン
で
き
な
く
な

っ
た
と
き
、
カ
ラ
ダ
が
と
っ
た
方
法
は
「
背
中

に
蕁
麻
疹
を
出
す
こ
と
」。
そ
う
す
れ
ば
、
お

母
さ
ん
に
優
し
く
ふ
れ
て
も
ら
え
る
。
子
供

の
私
は
、
い
つ
の
間
に
か
コ
コ
ロ
の
奥
底
で

求
め
て
い
る
こ
と
と
、
カ
ラ
ダ
が
リ
ン
ク
す

る
方
法
を
自
然
と
学
習
し
て
覚
え
こ
ん
だ
の

か
も
し
れ
な
い
。
四
十
七
歳
の
こ
の
年
に
な

っ
て
、
や
っ
と
あ
の
と
き
の
自
分
の
気
持
ち

が
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。 

私
、
本
当
は
さ
び
し
か
っ
た
ん
だ
な
ぁ
…
。」 

 
 
 
 
 

抱
き
し
め
て
、
頬
ず
り
し
て
、
見
守
る
。 

大
切
な
の
は
、
ぬ
く
も
り
。 

そ
れ
は
、
子
供
た
ち
の
生
き
る
力
の
根
っ

こ
に
な
る
。 

 
 

「
あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
よ
。」 

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
伝
え
続
け
た
い
。 

     
 

   

岡崎市立北野小学校  令和３年度  学校通信  №９  【２月２４日】  

https://cms.oklab.ed.jp/el/kitano/ 北野小ホームページもぜひご覧ください！ 

「 

あ
な
た
は
ひ
と
り
で
は
な
い
よ 

～ 

マ
ザ
ー
ズ 

タ
ッ
チ 

」 
 

北
野
小
学
校
長 

丹
羽 

郁
人 

 

https://cms.oklab.ed.jp/el/kitano/


№ 診　　　　断　　　　内　　　　容

1 学校へ行くことが楽しい。

2 あいさつや返事がよくでき、明るく生活している。

3 学校や学年の行事に楽しく参加している。

4 委員会活動や、委員会が行う活動や行事に、楽しく進んで協力しながら参加している。

5 授業や行事などで、地域の人からいろいろ教えてもらえる。

6 好きな授業があり、楽しく学習している。

7 答えが分かったときは、進んで自分の意見や感想などを発表している。

8 授業では、友達と話し合って、課題や問題に取り組んでいる。

9 英語の授業や英語活動は楽しい。

10 「生活科」や「総合」では、自分で課題を決めて、友達と関わり合いながら学んでいる。

11 分からない問題や内容があるときは、先生は一人一人に教えてくれている。

12 心や体の健康について、すくすくタイムなどでよく学ぶことができる。

13 読書の時間や読み聞かせの時間は楽しい。

14 道徳や学級の時間などをとおして、命の大切さを学んでいる。

15 部活動は楽しく、自分なりに目標を決めてがんばっている(がんばった)。［参加者のみ］

16 通知表は、自分の学習や生活の努力をよく表している。［２学期のみ］

17 学級に問題やいじめがあれば、みんなで話し合ったり考えたりしながら解決している。

18 自分が困ったり悩んだりしたとき、相談できる友達がいる。

19 学級の係活動などに責任をもって取り組んでいる。

20 校長先生の話は分かりやすく、親しみがある。

21 わたしたちの気持ちや考え、がんばりを分かってくれる先生がいる。

令和３年度　北野小　学校教育診断票（児童）の結果 調査対象　全校児童　　Ｒ３年12月実施
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よくあてはまる ややあてはまる

あまりあてはまらない まったくあてはまらない

診断票の結果について

・各項目で、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的にとらえている児童がほとんどであ

り、肯定的評価が90％を超えているのは21項目中16項目でした。

・今年度も、新型コロナウイルス感染症による臨時休業をはじめ、さまざまな制限のもとでの学校生

活となりました。このような状況の中で、「１ 学校へ行くことが楽しい」の肯定的評価が、令和元年

度、２年度を超えて91％となったことをたいへんうれしく思います。多くの子供たちが、友達や教員

と対面で関わり合い、学び合うことのよさを感じていることがうかがわれます。今後も、生活アン

ケートや学級集団適応心理検査(４年生以上)の結果なども生かしながら学級経営や授業改善に取り組

み、子供たちの成長を支援していきます。

・令和元年度から２年度にかけて５ポイント下がった「２ あいさつや返事がよくでき、明るく生活している」

の肯定的評価が91％まで回復しました。登校時に校門で行う「あいさつリレー」を継続して行えるよ

うになったことや、子供たちの代表委員会による活動成果が表れてきたのだと思います。第２回学校

評議委員会では、評議員の方々から、「子供たちに積極的に挨拶してもらえるように、地域住民に話

していきたい」というありがたいお言葉をいただきました。挨拶の盛んな学校・地域を目指して、子

供たちとともに引き続き取り組んでいきます。

・肯定的評価が78％であった「７ 答えが分かったときは、進んで自分の意見や感想などを発表している」

は、21項目中最も肯定的評価の割合が低く、残念ながらこの状況は令和元年度から３年連続していま

す。授業改善や安心して発言できる学級づくりに加えて、挑戦することの原動力となる自己肯定感の

育成にいっそう注力し、子供たちの表現力や発信力を養っていきたいと思います。

（教頭 尾野）



№ 診　　　　断　　　　内　　　　容

1 学校は、学校要覧、ホームページや学校新聞等で、教育目標や教育方針を分かりやすく知らせている。

2 学校は、ホームページや学校新聞等で、教育活動に関する情報を積極的に伝えている。

3 学校は、保護者や地域の要望や願いに応えようと努力している。

4 学校は、英語の授業や英語活動をとおして、子供が英語に親しむことができるよう工夫をしている。

5 学校から出される通知表の評価は、納得のいくものになっている。【後期のみ回答】

6 学校は、読書や読み聞かせを重視し、豊かな心を育もうとしている。

7 学校は、各教科や生活科、総合的な学習の時間等をとおして、体験学習や見学の機会を多く設けている。

8 学校は、「すくすくタイム」などで、心や体の健康について考える機会を大切にしている。

9 学校は、規則や社会のルールを守る態度を育てようとしている。

10 学校は、子供の安全について地域と協力しながら努力している。

11 学校は、ボランティア教育に力を入れている。

12 学校は、地震や風水害の場合の対応について、子供や保護者に分かりやすく伝えている。

13 学校は、施設・設備の充実に努め、それを有効に活用している。

14 学校は、授業参観等をとおして、学校の様子がよく分かるようにしている。

15 学校のＰＴＡ活動は活発で充実している。

16 学校の教育活動に、地域の人たちや保護者がボランティアとして積極的に参加している。

17 校長は、学校経営についてリーダーシップをよく発揮している。

18 先生たちは、一人一人にきめ細やかな指導を工夫している。

19 先生たちは、子供の能力や意欲を適切に判断し、認めている。

20 先生たちは、子供のまちがった行動を適切に指導している。

21 先生たちは、いじめや問題行動に対して真剣に動いている。

22 先生たちは、道徳や学級の時間を重視し、豊かな心や生命を大切にする心を育てようとしている。

23 先生たちは、子供の気持ちをよく理解し、人権を尊重している。

24 子供は、学校へ行くのを楽しみにしている。

25 子供は、好きな授業があり、楽しく学習していると感じている。

26 子供のことについて、気軽に先生たちに相談できる。

27 子供は、学校に信頼できる友達がいると感じている。

28 子供は、学校や学年の行事を楽しみにし、積極的に参加している。

29 子供は、部活動に積極的に参加している（していた）。（参加児童のみ）

令和３年度　北野小　学校教育診断票（保護者）の結果 調査対象　保護者　　R３年12月実施

47 

46 

33 

33 

33 

47 

41 

37 

41 

63 

32 

36 

28 

33 

26 

48 

33 

49 

53 

51 

46 

47 

50 

61 

63 

52 

60 

67 

58 

44 

48 

54 

56 

60 

48 

50 

56 

53 

34 

57 

56 

63 

55 

63 

45 

54 

45 

41 

41 

46 

47 

43 

28 

31 

36 

30 

28 

28 

8 

6 

12 

10 

6 

4 

9 

7 

5 

2 

11 

8 

8 

12 

11 

7 

9 

5 

5 

7 

7 

5 

7 

9 

5 

10 

8 

3 

9 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

1 

6 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

よく当てはまる やや当てはまる

あまり当てはまらない まったく当てはまらない

診断票の結果について

・学校教育診断にご協力いただき、ありがとうございました。各項目で、「よくあてはまる」「ややあ

てはまる」という肯定的評価が90％を超えているのは、29項目中20項目でした。結果を真摯に受け止

め、なおいっそうの努力を続けてまいります。

・昨年度の結果において、肯定的評価が全項目中で最も低かった「26 子供のことについて、気軽に先生た

ちに相談できる」は、５ポイント上昇し88％となりました。また、令和元年度から２年度にかけて肯定的

評価が７ポイント下がった「18 先生たちは、一人一人にきめ細やかな指導を工夫している」は、94％

に回復しました。これらの結果に満足することなく、今後も保護者の皆様との連携を大切にしながら、

子供たち一人一人の成長を支援していけるように努めていきます。

・「14 学校は、授業参観等をとおして、学校の様子がよく分かるようにしている」の肯定的評価が、９割を下

回る結果となりました。今年度は、緊急事態宣言の発令等により、３度にわたって授業参観を中止する

ことになり、ご迷惑をおかけしました。次年度は、状況に応じた感染症対策を講じた上で、学校年間計

画の改善を図りながら、開かれた学校づくりを目指していきます。 （教頭 尾野）



 

 

 

 

 

 

 

 

 
み
ん
な
の
思
い
を
縄
に
こ
め
て 

 
 
 
 
 
 

運
動
委
員
長 

関
口 

美
虹 

 

私
た
ち
、
六
年
生
に
と
っ
て
最
後
の
縄
跳
び

大
会
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
も
た
く
さ
ん
練
習
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
目
標
回
数
を

超
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
た
く
さ
ん
練

習
を
重
ね
、
安
定
し
て
目
標
回
数
を
超
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
番
前
日
に
は
、

最
高
記
録
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
運
動

場
で
は
、
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ス
か
ら
や
る
気
い
っ

ぱ
い
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

 

迎
え
た
縄
跳
び
大
会
当
日
。
私
は
低
学
年
の

回
数
を
数
え
る
係
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
低
学

年
の
み
ん
な
が
頑
張
る
姿
を
見
て
、
私
は
元
気

と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
時
間
は
ど
ん
ど
ん

進
み
、
い
よ
い
よ
私
た
ち
の
番
に
な
り
ま
し
た
。

本
番
に
し
か
な
い
緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

心
を
一
つ
に
跳
び
続
け

ま
し
た
。 

 

結
果
は
優
勝
。
す
ご
く

嬉
し
く
て
、
自
然
と
笑

顔
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
頑
張
っ
た

分
、
結
果
が
出
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
縄
跳
び
大
会
を
生
か

し
て
、
中
学
校
に
い
っ
て
も
、
何
事
も
あ
き
ら
め

ず
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

【
市
書
き
初
め
展 

入
選
】 

一
年 

北
原
詠
一
郎 

 

森 

彩
音 

柴
田 

稜 

保
田
匠
ノ
輔 

日
下
部 

天 

武
田 

愛
叶 

二
年 

植
松 

愛
奈 

 

大
見 

莉
乃 

宇
野 

心
春 

 

杉
山 

侑
慎 

神
谷 

壮
亮 

 

杉
澤 

佑
吏 

三
年 

鮫
島 

美
琴 

 

田
中
う
ら
ら 

亀
井 

晏
菜 

 

永
田 

妃 

浅
見 

美
咲 

 

藤
原 

蓮
羽 

四
年 

田
中 

希
歩 

 

前
田 

望
結 

伊
藤 

結
菜 

 

前
田 

望
来 

日
下
部 

創 
 

日
下
部
友
梨 

五
年 

内
田 

琶
子 

 

杉
山 

奈
優 

神
谷 
紗
良 

 

佐
々
木
真
歩 

佳
山 

由
奈 

 

前
村 

幸
美 

六
年 

柴
田 

莉
咲 

 
本
田 

悠
華 

上
山 

愛
恵 

 
高
柳 

美
沙 

内
田 

莉
杏 

 

森
田 
花
梨 

特
別
展
示 

硬
筆
の
部 

三
年 

本
田 

唯
華 

 

四
年 

黄
原 

麻
理 

五
年 

及
川 

清
花 

 

六
年 

上
山 
愛
恵 

【
市
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル 

入
選
】 

一
年 

宮
内 

悠
成 

 

濱
谷 

航
羽 

 

髙
橋
沙
菜
恵 

二
年 

小
寺 

唯
愛 

 

今
村 

唯
人 

 
 

畑
佐 

志
穏 

 

八
田 

海
斗 

三
年 

永
田 

柚
稀 

 

町
田
菜
々
美 

四
年 

石
丸 

祐
輝 

 

平
田 

莉
亜 

五
年 

内
田 

琶
子 

 

澤
田 

來
未 

六
年 

鈴
木 

啓
斗 

 

中
村
向
日
葵 

【
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

入
選
】 

一
年 

須
藤
雅
乃
助 
 

髙
尾 

 

樹 
 

濱
谷 

航
羽 

二
年 

小
島
瑚
々
音 

 

佐
藤 

璃
奈 

森
本
こ
は
る 

三
年 

久
田 

響
司 

 

永
田 

 

妃 

浅
見 

美
咲 

 

松
本 

 

龍 

四
年 

田
中 

希
歩 

 

畠
山 

莉
夢 

日
下
部 

創 

五
年 

浅
野
健
太
朗 

 

眞
木 

碧
唯 

 

權
田 

心
春 

六
年 

鈴
木 

啓
斗 

 

上
山 

愛
恵 

【
市
作
文
・
詩
コ
ン
ク
ー
ル
】 

作
文
の
部 

《
優
秀
賞
》 

 

二
年 

河
津 

祐
希 

 
 

五
年 

及
川 

清
花 

《
佳
作
》 

一
年 

引
地 

新
翔 

 

山
口 

ひ
な 

小
野 

清
将 

二
年 

上
山 

遥
也 

 

加
形
慎
之
助 

三
年 

穴
井
陽
菜
乃 

 

尾
崎 

志
門 

本
田
く
る
み 

四
年 

杉
本 

蒼
真 

 

原
田 

珠
里 

 

日
下
部
友
梨 

五
年 

城
間 

歌
生 

 

谷
川 

栞
理 

六
年 

上
田 

美
羽 

 

保
田
旬
依
里 

 
 

加
仲 

桜
子 

詩
の
部 

《
優
秀
賞
》 

六
年 
上
山 

愛
恵 

《
佳
作
》 

四
年 

岩
下 
朔
也 

【
文
詩
集
「
み
か
わ
の
子
」 

入
選
】 

詩
の
部 

六
年 

上
山 

愛
恵 

【
リ
ト
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル 

入
選
】 

一
年 

横
山 

明
飛 

 

矢
萩 

颯 

【
人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
】 

標
語
の
部 

《
奨
励
賞
》 

 

一
年 

上
原 

葵
子 

「
だ
い
じ
だ
よ 

あ
い
さ
つ 

え
が
お 

お
も
い
や
り
」 

                   

 

  

一
日 

 
(

火)
 

⑤
感
謝
の
会 

三
日 

 
(

木)
 

一
斉
下
校 

四
日 

 
(

金)
 

す
く
す
く
タ
イ
ム 

七
日 

 
(

月)
 

⑥
委
員
会
【
最
終
】 

八
日 

 
(

火)
 

⑤
卒
業
を
祝
う
会 

十
日 

 
(

木)
 

⑤
大
掃
除
・
ワ
ッ
ク
ス
が
け 

十
四
日 

(

月)
 

⑤
同
窓
会
入
会
式 

 
 
 
 

 
 
 

通
学
班
班
長
・
副
班
長
交
代
式 

 
 
 
 

 
 
 

一
斉
下
校 

十
六
日 

(

水)
 

②
③
卒
業
式
予
行 

十
七
日 

(

木)
 

⑤
⑥
卒
業
式
準
備 

 
 

 

一
～
四
・
六
年
下
校
十
三
時
三
十
五
分 

 

五
年
下
校
十
五
時
三
十
五
分 

十
八
日 

(

金)
 

お
別
れ
の
会 

卒
業
式 

 
 

 
 

 
 
 

一
～
五
年
下
校
九
時
十
分 

二
十
一
日(

月)
 

春
分
の
日 

二
十
三
日(

水)
 

給
食
終
了 

二
十
四
日(

木)
 

修
了
式 

 
 
 
 

 
 
 

一
～
四
年
下
校
十
時
四
十
分 

 
 
 
 

 
 
 

五
年
下
校
十
一
時
五
分 

二
十
五
日(

金)
 

春
休
み
（
～
四
月
五
日
） 

 

行
事
予
定 


